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1. 平成29年12月期第3四半期の連結業績（平成29年1月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第3四半期 30,253 7.4 4,655 5.9 4,663 4.4 3,416 15.0

28年12月期第3四半期 28,165 4.9 4,394 △5.9 4,468 △5.2 2,970 △0.7

（注）包括利益 29年12月期第3四半期　　3,429百万円 （16.7％） 28年12月期第3四半期　　2,939百万円 （△1.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年12月期第3四半期 44.51 44.40

28年12月期第3四半期 38.61 38.51

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年12月期第3四半期 25,329 18,720 73.6 242.66

28年12月期 23,314 16,637 71.0 215.71

（参考）自己資本 29年12月期第3四半期 18,648百万円 28年12月期 16,553百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― 0.00 ― 18.00 18.00

29年12月期 ― 0.00 ―

29年12月期（予想） 19.00 19.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年12月期の連結業績予想（平成29年 1月 1日～平成29年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,358 7.6 6,295 8.1 6,327 7.3 4,551 16.3 59.29

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期3Q 77,795,108 株 28年12月期 77,679,908 株

② 期末自己株式数 29年12月期3Q 943,076 株 28年12月期 943,076 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期3Q 76,765,031 株 28年12月期3Q 76,919,563 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想数値に関する事項は添付資料の３ページを参照してください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果もあり、緩やかな回復基調が続いております。 

国際的にも海外景気の緩やかな回復等を背景に、持ち直しが続くことが期待されます。

 このような経済状況のもとで、当社グループの主要事業であるインターネットマーケティングサービス分野では、 

国内におけるスマートフォンの普及の一巡や、運用型広告の市場拡大とともに、アドフラウド（広告詐欺）が問題視

されておりますが、インターネットおよびスマートフォンアプリを活用したマーケティングへの取り組みは堅調に拡

大していくものと予測され、特に動画広告市場の成長が見込まれます。

 当第３四半期連結累計期間において当社グループは、連結子会社を含む組織再編による効率化およびメディア事業

等を運営するシーサー株式会社を完全子会社化するなど、事業強化を推進してまいりました。

 売上高は、主力サービスである「A8.net（エーハチネット）」の事業規模が堅調に拡大し増加、営業利益、経常利

益は、売上高の増収効果により増益となりました。さらに、親会社株主に帰属する四半期純利益は繰越欠損金のある

連結子会社の吸収合併に伴い、税金費用が減少したこと等により増益となりました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、30,253,997千円（前年同期比107.4％）となりました。また、

営業利益は、4,655,514千円（前年同期比105.9％）、経常利益は4,663,280千円（前年同期比104.4％）となり、親会

社株主に帰属する四半期純利益は3,416,495千円（前年同期比115.0％）となりました。

 

 当社グループは、当社グループの事業を、CPA型アドネットワーク事業、CPC/ターゲティング型アドネットワーク

事業、その他の各セグメントに分けております。各セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

 なお、第１四半期連結会計期間からセグメント区分の変更を行っており、前年同期比等については変更後の区分方 

法に組み替えたものによっております。詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸 

表に関する注記事項 （セグメント情報等）」の「Ⅱ ３．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照くださ 

い。

 

① CPA型アドネットワーク事業

   当社グループは、主力サービスでありますアフィリエイト広告サービス「A8.net（エーハチネット）」、スマ 

ートフォンアプリ向けCPI広告サービス「adcrops（アドクロップス）」および「seedApp（シードアップ）」等 

を提供しております。当第３四半期連結累計期間においては、広告主に向けて費用対効果を高めるコンサルティ

ング活動や参加メディアの広告媒体収益の最大化に注力いたしました。「A8.net（エーハチネット）」の利用広

告主数が順調に拡大し、特に健康およびインターネット接続カテゴリ等において売上高が堅調に推移いたしまし

た。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は19,804,358千円（前年同期比108.2％）、全社費用控除前

の営業利益は3,817,659千円（前年同期比112.4％）となりました。

② CPC/ターゲティング型アドネットワーク事業

   当社グループは、主力サービスでありますスマートフォン向け運用型広告サービス「nend（ネンド）」、リタ 

ーゲティング広告配信サービス「nex8（ネックスエイト）」および海外メディア向けSSP「medi8（メディエイ 

ト）」等を提供しております。当第３四半期連結累計期間においては、売上高が堅調に推移した一方、動画広告

等の新規事業開発費用が先行いたしました。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は10,199,706千円

（前年同期比103.4％）、全社費用控除前の営業利益は1,593,980千円（前年同期比94.2％）となりました。

③ その他

   当社グループは、当第３四半期連結会計期間より新たにグループ会社に加わったシーサー株式会社が運営する

「Seesaaブログ（シーサーブログ）」を代表とするメディア事業等を展開しております。当第３四半期連結累計

期間においては、メディア事業の広告収入が堅調に推移した一方、のれんの償却額を計上しております。その結

果、当第３四半期連結累計期間の売上高は249,931千円、全社費用控除前の営業利益は28,548千円となりまし

た。
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○ 報告セグメント別の売上高の内訳

セグメントの名称
平成28年12月期第３四半期 平成29年12月期第３四半期 平成28年12月期

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

CPA型アドネットワーク
事業

18,300,055 65.0 19,804,358 65.5 24,552,525 65.4

CPC/ターゲティング型ア
ドネットワーク事業 9,865,859 35.0 10,199,706 33.7 12,963,414 34.6

その他 － － 249,931 0.8 － － 

総売上高 28,165,915 100.0 30,253,997 100.0 37,515,940 100.0

 

 なお、主力サービスであるアフィリエイト広告サービスにおける当第３四半期連結会計期間末の利用広告主数（稼 

働広告主ID数）、参加メディア数（登録パートナーサイト数等）は、下記のとおりであります。

サービス 区分
平成29年12月期 

第３四半期末
平成28年12月期末

「A8.net（エーハチネット）」

稼働広告主ID数 3,406 3,249

登録パートナーサイト数 2,317,570 2,154,462

「nend（ネンド）」

稼働広告主ID数 404 394

登録パートナーサイト枠数 794,434 694,137

 

（２）財政状態に関する説明

（総資産）

 当社グループの当第３四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ2,015,017千円増加し、

25,329,053千円となりました。主な増加要因としましては、有価証券が798,408千円（前連結会計年度末は

1,245,375千円）と446,966千円減少した一方、投資有価証券が2,479,199千円（前連結会計年度末は1,714,984千

円）と764,215千円増加、のれんが668,629千円（前連結会計年度末は26,855千円）と641,773千円増加、現金及び

預金が15,156,184千円（前連結会計年度末は14,544,263千円）と611,921千円増加したことによるものでありま

す。

（負債）

 当社グループの当第３四半期連結会計期間末における負債は前連結会計年度末に比べ67,526千円減少し、

6,608,623千円となりました。主な減少要因としましては、買掛金が5,028,165千円（前連結会計年度末は

4,738,384千円）と289,781千円増加した一方、未払法人税等が341,852千円（前連結会計年度末は841,825千円）と

499,973千円減少したことによるものであります。

（純資産）

 当社グループの当第３四半期連結会計期間末における純資産は前連結会計年度末に比べ2,082,544千円増加し、

18,720,429千円となりました。主な増加要因としましては、配当金の支払いにより1,381,262千円減少した一方、

親会社株主に帰属する四半期純利益を3,416,495千円計上したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年８月１日に公表しました業績予想から修正は行っておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,544,263 15,156,184 

受取手形及び売掛金 4,544,032 5,001,702 

有価証券 1,245,375 798,408 

その他 576,172 319,324 

貸倒引当金 △13,761 △19,103 

流動資産合計 20,896,081 21,256,517 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 111,086 134,615 

減価償却累計額 △52,129 △62,565 

建物及び構築物（純額） 58,956 72,049 

工具、器具及び備品 449,788 631,953 

減価償却累計額 △302,989 △434,524 

工具、器具及び備品（純額） 146,798 197,429 

有形固定資産合計 205,755 269,478 

無形固定資産    

のれん 26,855 668,629 

その他 241,316 281,144 

無形固定資産合計 268,171 949,773 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,714,984 2,479,199 

その他 244,493 379,503 

貸倒引当金 △15,450 △5,419 

投資その他の資産合計 1,944,026 2,853,283 

固定資産合計 2,417,953 4,072,535 

資産合計 23,314,035 25,329,053 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 4,738,384 5,028,165 

未払法人税等 841,825 341,852 

賞与引当金 134,344 83,098 

ポイント引当金 104,644 102,554 

その他 694,254 901,137 

流動負債合計 6,513,452 6,456,808 

固定負債    

長期預り保証金 157,115 151,815 

その他 5,582 - 

固定負債合計 162,697 151,815 

負債合計 6,676,150 6,608,623 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,135,913 1,159,700 

資本剰余金 240,613 264,400 

利益剰余金 15,865,718 17,900,951 

自己株式 △688,632 △688,632 

株主資本合計 16,553,613 18,636,420 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △540 12,256 

その他の包括利益累計額合計 △540 12,256 

新株予約権 84,812 71,752 

純資産合計 16,637,885 18,720,429 

負債純資産合計 23,314,035 25,329,053 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 28,165,915 30,253,997 

売上原価 20,629,207 22,193,547 

売上総利益 7,536,708 8,060,449 

販売費及び一般管理費 3,141,768 3,404,935 

営業利益 4,394,940 4,655,514 

営業外収益    

受取利息 15,528 8,460 

受取配当金 380 774 

投資有価証券売却益 13,044 177 

デリバティブ評価益 54,841 - 

投資事業組合運用益 8,391 7,711 

その他 1,669 4,423 

営業外収益合計 93,855 21,546 

営業外費用    

デリバティブ評価損 - 11,894 

為替差損 17,291 - 

その他 3,095 1,886 

営業外費用合計 20,386 13,780 

経常利益 4,468,409 4,663,280 

特別利益    

新株予約権戻入益 8,450 4,351 

償却債権取立益 - 121 

特別利益合計 8,450 4,472 

特別損失    

関係会社株式評価損 - 5,124 

特別損失合計 - 5,124 

税金等調整前四半期純利益 4,476,859 4,662,628 

法人税、住民税及び事業税 1,370,145 1,185,097 

法人税等調整額 136,476 61,034 

法人税等合計 1,506,621 1,246,132 

四半期純利益 2,970,238 3,416,495 

非支配株主に帰属する四半期純利益 - - 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,970,238 3,416,495 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 2,970,238 3,416,495 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △31,192 12,796 

その他の包括利益合計 △31,192 12,796 

四半期包括利益 2,939,045 3,429,292 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,939,045 3,429,292 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（追加情報）

   （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

   「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成28年１月１日 至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

CPA型アドネッ
トワーク事業 

CPC／ターゲ
ティング型
アドネット
ワーク事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 18,300,055 9,865,859 28,165,915 - 28,165,915 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

50,972 12,993 63,965 △63,965 - 

計 18,351,028 9,878,853 28,229,881 △63,965 28,165,915 

セグメント利益 3,397,322 1,692,836 5,090,159 △695,219 4,394,940 

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成29年１月１日 至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）３ 
 

CPA型アドネッ
トワーク事業 

CPC／ターゲ
ティング型
アドネット
ワーク事業 

計 

売上高              

外部顧客への

売上高 
19,804,358 10,199,706 30,004,065 249,931 30,253,997 - 30,253,997 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

44,467 86 44,554 4,491 49,045 △49,045 - 

計 19,848,826 10,199,793 30,048,619 254,423 30,303,042 △49,045 30,253,997 

セグメント利益 3,817,659 1,593,980 5,411,639 28,548 5,440,188 △784,674 4,655,514 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メディア事業等を

含んでおります。

   ２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 「その他」において、当社がシーサー株式会社の全株式を取得し、連結子会社としたことに伴い、のれんが

発生しております。なお、当該事象によるのれんの発生額は、当第３四半期連結累計期間において683,034千

円であります。 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

 第１四半期連結会計期間において、当社連結子会社であった株式会社エイトクロップスを平成29年１月１日

を合併期日とする吸収合併を行っております。同じく当社連結子会社であった株式会社ファンメディアについ

ても平成29年５月１日を合併期日とする吸収合併を行っております。これに伴い、当社グループ内の経営管理

区分を見直した結果、第１四半期連結会計期間より、従来「その他」に含めておりました他社媒体広告販売お

よび株式会社ファンメディアが展開していた自社媒体事業については、その担当部署等に応じて「CPA型アド

ネットワーク事業」又は「CPC/ターゲティング型アドネットワーク事業」に含めております。また、従来「調

整額」に含めておりました各事業の開発部門の損益を各報告セグメントへ合理的な配賦基準に基づき配賦する

方法に変更しております。

 なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の測定方法に基づき作成しております。

 

- 9 -

㈱ファンコミュニケーションズ（2461）　平成29年12月期第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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